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大学初年次数学教育の問題点 

• 学生の質的変化（ユニバーサル化の影響）	

• 学習意欲の低下	

• 授業時間外に学習しようとしない	

• 時間をかけて理解することに不慣れ	


• 数学基礎教育の構造的問題	

• 数学の専門学科が自学科の教育と掛け持ち 



取組の基本構想 

• 丸暗記する学習から自分で考える学習へ	

• 「答えを下さい症候群」からの脱却	


•  Passive learning から Active learning へ	

• 授業時間外の学習支援を拡充	


• 個人としてではなく組織として対応 



取組の概要 



再履修クラス 
• 工学部（１学年定員４３０名）対象に設置	

• 再履修生が１年生と同じ授業を受ける	

• 問題点	

• 授業出席率、単位取得率が低い	

• クラス人数増大	

• １年生にも悪影響	

• 線形数学、微積分学で前後期各１クラス 



再履修クラスの効果 

• 再履修クラス用の授業内容・方法	

• 演習中心、分からない箇所の発見と対応	

• 成績は線形・微積とも全般的にアップ	

• 再履修者数も減少（１年生クラスに好影響）	

• 出席しない学生への対応に課題 



総合教育研究機構 
• 教養教育・基礎教育担当の専門部局	

• 専任教員約８０名でH17.4に発足	

• 教育重視の環境整備が整う 



質問受付室 

• 学生の授業時間外の学習支援	

• 質問受付室は講義棟内に用意	

• 毎日定まった時間に開室し、教員が交代で
詰める	


• 答えを教えるのではなく、解く過程を指導 





月 火 水 木 金 
12:15～
13:15	
 高橋 山口 月岡 数見 宮内 

14:40～
16:15	
 川添 数見 小林 吉冨 山内 

16:15～
17:50	
 松本 吉冨 山口 月岡 川添 

2009年度後期質問受付室担当時間割 





質問受付室の効果 
• 教員サイド	

• 分からない原因が分かる	

• 特徴的な質問の共有→授業改善	

• 課題を出しやすくなる	


• 学生サイド	

• 利用時間の増加、能動的学習の誘発 



Web数学学習システム 

• 授業時間外の学習環境(e-learning)の提供	

• 数式処理システムと連動	

• 入力を解析してメッセージを切替表示	

• 「答えは教えない」システム	

• 教員向けの学習状況閲覧機能 







各種調査 

• 数学基礎学力調査（H18～）	

•   数学初年次数学教育に関するアンケート
と聞き取り調査(H19～20)	


• 数学・理科科目の開講状況に関するアン
ケート（H21） 



大学初年次数学教育に関する調査 

・1・2年次の数学関連の開講科目と開講形態・クラス数	

　 及びおおよその受講者数	

・高校との接続教育	

・学力が不足している学生に対する補習	

・ティーチングアシスタントの活用 	

・授業時間外に学生に勉強させるための工夫	

・統一教科書の使用	

・再履修クラス等の再履修の学生に対するケア	

・入学時の数学の学力調査とその活用 

発送先：209部局  （国公立134部局・私立75部局）	

回答数：53部局 （国公立38部局・私立15部局）	

回答率：25.4％ （国公立28.4％・私立20％） 









理系科目調査 
•  問１．貴大学の学部名と1学年の定員 	


•  問２．専門基礎科目として開講されている数学関連科目 	


•  問３．専門基礎科目として開講されている理科関連科目 	


•  問４．教養科目として開講されている数学関連科目 	


•  問５．教養科目として開講されている理科関連科目 	


発送先：136大学 	
	

回答数： 75大学（国立　42校、公立　5校、私立　28校） 	
	

回答率： 54.4％ 



数学関連の教養科目は極端に少ない 



文系の学生にどういった内容の数学科目を	

提供すべきか？ 



本取組の効果 

• 機構数学グループの教育力の強化	

• 教育の質の担保	

• 質問受付室の他科目への拡充	

• 工学部の数学グループとの協力体制���


